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「後見」の手続きをした方が良いのではないかという

提言もありました。 

また、成年後見とセットとして、本人の意思を捉え

る事です。そのため国では意思決定支援として、定義

や標準的なプロセスをまとめた「意思決定支援ガイド

ライン（仮称）」を検討しており、このガイドライン

によって、ようやく日本でも意思決定支援の入り口に

たどりついたという事でした。この意思決定支援ガイ

ドライン（案）では、留意点として本人の状況に合わ

せて合理的配慮をする事と情報提供のあり方があり

ます。特に後者については、意思疎通支援にも繋がる

ところです。 

３つ目のポイントは「高齢障がい者への支援のあり

方」です。 

現行では障害福祉サービスと同様のサービスが介

護保険サービスにある場合は、介護保険サービスの利

用が優先されることになっています。しかし、多くの

事業所では障害福祉サービスのみ、介護保険サービス

のみといった状況になっており、介護保険優先の原則

をそのまま当てはめると、特に知的障がいのある方に

とっては、サポートを依頼する事業者の変更という環

境の変化から、日常生活動作の退行に繋ることもあり

ます。そのため、今回の制度見直しでは障害福祉サー

ビスを提供している事業所で介護保険サービスの実

施をしやすくするような仕組作りが検討されている

という事でした。また、介護保険を利用することによ

り１割の利用者負担も発生することから、サービスの

利用を躊躇することも想定されます。この利用者負担

へのアプローチとしては、原則に則った利用者負担金

の支払いをしてもらいますが、同じ負担額を障害福祉

サービスで補填して後日精算（償還払い）するといっ

た方策も検討されているようです。 

 次の大きなテーマの「高齢障害者対応と地域拠点」

は、主に地域生活支援拠点の内容でした。 

 この地域生活支援拠点の整備の考え方は２つあり、

１つ目は訪問系サービス（ヘルパー派遣事業）・生活

支援サービス（グループホーム等）・日中活動サービ

ス・相談支援センターを１つの場所で実施する多機能

拠点整備型で、２つ目は訪問系サービス（ヘルパー派

遣事業）・生活支援サービス（グループホーム等）・日

中活動サービス・相談支援センターのそれぞれの事業

所を地域の中で調整しながら進めていく面的整備型

があります。今回のお話では多機能拠点整備型で具体

的に事業と定員数を例示され、分かりやすく解説して

いただきました。 

 最後には津久井やまゆり園の事件に関して、全国連

合会が出した声明文とメッセージに込めた思いと、そ

れに対する賛否両論の意見があったというお話もあ

りました。 

この事件が起こるまで政府や国の機関では「障がい

者理解が成熟している社会」と認識をしていたようで

す。しかし、事件が起こり、インターネット上でも容

疑者に対して賛辞を送る人もいて、障がいのある方へ

の差別意識は潜在化していた事が分かり、改めて啓発

活動を今まで以上に行っていく必要があるともお話

されていました。 

今回の久保会長のお話を聞き、育成会は親が中心と

なっている団体という性質から、社会に向けて啓発を

することにより、そのメッセージも説得力を持つもの

になると思いました。一方で、このメッセージを発信

し続けていくためには、若い世代の保護者も交えて継

承される組織にする必要性も感じました。 

 

 

 

 ９月３日から４日にかけて行われました全国育成

会事業所協議会全国研修大会・岡山大会について、先

月号では第１分科会と第３分科会の報告を掲載しま

したが、今月号では第２分科会の報告を掲載します。 
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 ９月３日（土）・４日（日）の２日間にわたり開催

された全国育成会事業所協議会全国研修大会・岡山県

大会で私は第２分科会に参加しました。 

 第２分科会では、①一般就労に向けての支援、②福

祉的就労支援、③在宅での就労支援をテーマに、全国

育成会事業所協議会の運営委員（近畿ブロック）の白

杉 滋朗 氏をコーディネーターとして、運営委員(四

国ブロック)の岡部 國男 氏を進行役として、また、

シンポジストとして特定非営利活動法人太陽と緑の

会 代表理事 杉浦 良 氏と社会福祉法人岩手県手を

つなぐ育成会 さわら園 園長 石川 明博 氏のお二人

をお迎えし、地域での活動をお話し頂きました。 

はじめは杉浦氏のお話で、徳島県で初の無認可作業

所を立ち上げ、２０００年に特定非営利活動法人とな

り現在は地域活動センター太陽と緑の会リサイクル

作業所として地域の一般市民の絶大なる協力と理解

を得、活動されていました。 
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